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(1) CAT を実行するためのアイテムバンクを構築する際に，望ましくない項目を LRT の枠組みで除
去する指針を提案した 

























 診断的情報を CAT の結果に付加する方策については，LRT における受検者の潜在能力のとらえ方
であるランクメンバーシッププロファイル(rank membership profile．以下，RMP)を利用することと，
能力記述文(can-do statement．以下，CDS)を使った自己評価の試みから，次の２つのことを示した． 
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 以上より，博士(人間科学)の学位を授与するに十分値するものと認める． 
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